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1 はじめにはじめにはじめにはじめに 
 
このたびは HT3070をお求めいただき、ありがとうございます。 
HT3070 は XilinxCPLD(XC95144XL)を使用したプログラマブル I/O モジュールで
す。出荷時は DIOモジュールとして機能するようにプログラムされていますが、CPLD
内容を変更することで違った機能を実現することが可能です。 
 
XC95144XLのプログラムはXilinx社から無償提供されているツール(ISE WebPACK)
を使用して開発、PC と HT3070を JTAG ポートで接続して書き込みすることができ
ます。 
 
また XC95144XL 内の機能を有効に活用できるよう、モジュールのアドレスデコード
の一部は外部回路で行っています。 
 
 
 

■ 
 
 本マニュアルは、HT3070 の仕様や使用方法について書かれたものです。HT3070
の機能を最大限引き出すために、ご活用いただければ幸いです。 
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2 注意事項注意事項注意事項注意事項 

2.1 安全に関する注意事項安全に関する注意事項安全に関する注意事項安全に関する注意事項 
HT3070 を安全にご使用いただくために、特に以下の点にご注意くださいますようお
願いいたします。 
 

本製品には一般電子機器用（ＯＡ機器・通信機器・計測機器・工作機械等）に製造さ
れた半導体部品を使用しておりますので、その誤作動や故障が直接生命を脅かした
り、身体・財産等に危害を及ぼす恐れのある装置（医療機器・交通機器・燃焼制御・
安全装置等）に組み込んで使用しないでください。 
 
また、半導体部品を使用した製品は、外来ノイズやサージにより誤作動したり故障し
たりする可能性がありますので、ご使用になる場合は万一誤作動、故障した場合にお
いても生命・身体・財産等が侵害されることのないよう、装置としての安全設計（リ
ミットスイッチやヒューズ・ブレーカ等の保護回路の設置、装置の多重化等）に万全
を期されますようお願い申しあげます。 

2.2 取り扱い上の注意事項取り扱い上の注意事項取り扱い上の注意事項取り扱い上の注意事項 
HT3070 や他のボードに恒久的なダメージをあたえないよう、取り扱い時には以下の
ような点にご注意ください。 
!" 電源の投入 

HT3070 や他のボードに電源がはいっている状態では絶対に本ボードの着脱を行
わないでください。 

!" 静電気 
HT3070には CMOSデバイスを使用しておりますので、ご使用になるまでは帯電
防止対策のされている、出荷時のパッケージ等にて保管してください。 

!" ラッチアップ 
 電源および入出力からの過大なノイズやサージ、電源電圧の急激な変動等で使

用している CMOSデバイスがラッチアップを起こす可能性があります。いった
んラッチアップ状態となると、電源を切断しないかぎりこの状態が維持される
ため、デバイスの破損につながることがあります。ノイズの影響を受けやすい
入出力ラインには保護回路を入れることや、ノイズ源となる装置と共通の電源
を使用しない等の対策をとることをお勧めします。 

!" スタッキング時のスペーサ 
PC/104 モジュールの積み重ねに 15mm のスペーサを使用する場合、段数が多
くなると基板にストレスを与えることがあります。0.5～0.8mm 厚のワッシャ
等を挟むか、15.5～16mmのスペーサをご使用ください。 

！！！！
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3 ハードウェア機能ハードウェア機能ハードウェア機能ハードウェア機能 
この章では、HT3070のハードウェアに関連する事項について説明します。 

3.1ブロック図ブロック図ブロック図ブロック図 
図 3-1 HT3070ブロック図 

バスインターフェース信号のうち、アドレス上位 A[10:4]と AENは 74HC688コンパ
レータに接続されており、モジュールが選択されるアドレス範囲を JP1 で設定しま
す。SD[7:0], SA[3:0], IOR*, IOW*, SYSCLKおよび RESETDRVは XC95144XLに
接続されています。 
IRQ信号を発生させることが可能で、JP2により使用する割込みチャンネルを選択し
ます。 
CN3/4には XC95144XLのバスインターフェースに必要な信号以外が全て接続されて
おり、CN2にもほぼ同等の信号を取り出すことができます。 
CN5は CPLD内容書換に使用する JTAGポートです。 

3.2 XC95144XL 
Xilinx社 XC95144XLは 144マクロセル(3200ユーザブルゲート相当)の CPLDです。
内部電源は 3.3Vですが、入力には 2.5V/3.3V/5Vのロジック信号を接続することがで
きます。出力は 3.3VCMOSレベルですが、5V系 TTLレベルの入力にも適合します。 
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IOR*, IOW *, SYSCLK 

 AEN 

 IRQ[2:7] 

XC95144XL 

Comparator 

JP1 

JP2 

OSC Module 
(Option) 

5V→3.3V 
Regiulator 
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表 3-1~表 3-4に XC95144XLの主な電気的特性を示します。その他の特性、詳細につ
いては XC95144XLデータシート等をご参照ください。(ご参考:ザイリンクスホームペ
ージアドレス http://www.xilinx.co.jp/) 
 

表 3-1 XC95144XL絶対最大定格(抜粋) 
記号 説明 数値 単位 
VCC GNDを基準とした供給電源電圧 -0.5 to 4.0 V 
VIN GNDを基準とした入力電圧 -0.5 to 5.5 V 
VTS 3ステート出力に印加される電圧 -0.5 to 5.5 V 

 
表 3-2 XC95144XL推奨動作条件(抜粋) 

記号 説明 Min Max 単位 
VCCINT 内部ロジックと入力バッファに対する供給電圧 3.0 3.6 V 
VCCIO 3.3V動作時の出力ドライバに対する供給電圧 3.0 3.6 V 
VIL Lowレベル入力電圧 0.0 0.8 V 
VIH Highレベル入力電圧 2.0 5.5 V 
VO 出力電圧 0 VCCIO V 

 
表 3-3 XC95144XL品質と信頼性特性(抜粋) 

記号 説明 Min Max 単位 
TDR データ保持時間 20 - 年 
NPE プログラム/消去回数(耐久性) 10,000 - 回 
VESD 静電耐圧(ESD) 2,000 - V 

 
表 3-4 XC95144XL推奨動作条件下での DC特性(抜粋) 

記号 説明 テスト条件 Min Max 単位 
VOH High出力電圧 IOH=-4.0mA 2.4 - V 
VOL Low出力電圧 IOL=8.0mA - 0.4 V 
IIL 入力リーク電流 VCC=Max; 

VIN=GND or VCC 
- ±10 uA 

VCC=Max; 
VIN=GND or VCC 

- ±10 uA 

VCC=Max;VCCIO=Max;
VIN=GND or 3.6V 

- ±10 uA 

IIH I/O Hi-Zリーク電流 

VCCMIN<VIN<5.5V - ±50 uA 
CIN I/Oキャパシタンス VIN=GND;f=1.0MHz - 10 pF 
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3.3    コネクタコネクタコネクタコネクタ 

3.3.1 コネクタピン配列コネクタピン配列コネクタピン配列コネクタピン配列 

表 3-5から表 3-9に CN1~CN5コネクタの信号配列を示します。表中*のついた
信号名は負論理であることを示します。-印の端子は HT3070において未使用で
すが、参考のため該当する PC/104バスの機能を括弧内に示しています。 
表 3-5 CN1信号配列 

A1 - (IOCHCHK*) B1 GND 
A2 SD7 B2 RESETDRV 
A3 SD6 B3 +5V 
A4 SD5 B4 IRQ2 
A5 SD4 B5 - (-5V) 
A6 SD3 B6 - (DRQ2) 
A7 SD2 B7 - (-12V) 
A8 SD1 B8 - (SRDY) 
A9 SD0 B9 - (+12V) 
A10 - (IOCHRDY) B10 GND 
A11 AEN B11 - (SMEMW*) 
A12 - (SA19) B12 - (SMEMR*) 
A13 - (SA18) B13 IOW* 
A14 - (SA17) B14 IOR* 
A15 - (SA16) B15 - (DACK3*) 
A16 - (SA15) B16 - (DRQ3) 
A17 - (SA14) B17 - (DACK1*) 
A18 - (SA13) B18 - (DRQ1) 
A19 - (SA12) B19 - (REFRESH*) 
A20 - (SA11) B20 SYSCLK 
A21 SA10 B21 IRQ7 
A22 SA9 B22 IRQ6 
A23 SA8 B23 IRQ5 
A24 SA7 B24 IRQ4 
A25 SA6 B25 IRQ3 
A26 SA5 B26 - (DACK2*) 
A27 SA4 B27 - (TC) 
A28 SA3 B28 - (BALE) 
A29 SA2 B29 +5V 
A30 SA1 B30 - (OSC) 
A31 SA0 B31 GND 
A32 GND B32 GND 

 

   表 3-6 CN2信号配列 
E1 +3.3VOUT F1 GND 
E2 IOH3(FB5_15) F2 IOH2 (FB5_14) 
E3 IOH1 (FB3_17) F3 IOH0 (FB3_ 5) 
E4 IOG7 (FB1_14) F4 IOG6 (FB2_12) 
E5 IOG5(FB2_6/GTS4) F5 IOG4 (FB2_5/GTS3) 
E6 IOG3(FB5_9) F6 IOG2 (FB8_ 5) 
E7 IOG1(FB2_9/GTS2) F7 IOG0 (FB1_17/GCK1) 
E8 IOF7(FB6_14) F8 IOF6 (FB8_15) 
E9 IOF5(FB7_14) F9 IOF4 (FB3_14) 
E10 IOF3(FB4_17) F10 IOF2 (FB4_15) 
E11 IOF1(FB5_ 8) F11 IOF0 (FB1_15) 
E12 IOE7 (FB6_12) F12 IOE6 (FB8_14) 
E13 IOE5 (FB7_12) F13 IOE4 (FB7_ 2) 
E14 IOE3 (FB1_ 3) F14 IOE2 (FB4_14) 
E15 IOE1 (FB5_ 5) F15 IOE0 (FB1_12) 
E16 IOD7 (FB6_ 9) F16 IOD6 (FB8_12) 
E17 IOD5 (FB7_11) F17 IOD4 (FB5_17) 
E18 IOD3 (FB1_ 2) F18 IOD2 (FB4_12) 
E19 IOD1 (FB3_15) F19 IOD0 (FB1_11) 
E20 IOC7 (FB6_ 8) F20 IOC6 (FB8_11) 
E21 IOC5 (FB7_ 9) F21 IOC4 (FB5_12) 
E22 IOC3 (FB2_17) F22 IOC2 (FB4_11) 
E23 IOC1 (FB3_12) F23 IOC0 (FB1_ 9) 
E24 IOB7 (FB6_ 6) F24 IOB6 (FB8_ 9) 
E25 IOB5 (FB7_ 8) F25 IOB4 (FB5_11) 
E26 IOB3 (FB2_15) F26 IOB2 (FB4_ 9) 
E27 IOB1 (FB3_11) F27 IOB0 (FB1_ 8) 
E28 IOA7 (FB6_ 5) F28 IOA6 (FB8_ 8) 
E29 IOA5 (FB7_ 6) F29 IOA4 (FB5_ 6) 
E30 IOA3 (FB2_14) F30 IOA2 (FB4_ 8) 
E31 IOA1 (FB3_ 9) F31 IOA0 (FB1_ 6) 
E32 +5V F32 GND 
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表 3-7 CN3信号配列 
1 GND 2 +5V 
3 IOA0(FB1_ 6) 4 IOA1(FB3_ 9) 
5 IOA2(FB4_ 8) 6 IOA3(FB2_14) 
7 IOA4(FB5_ 6) 8 IOA5(FB7_ 6) 
9 IOA6(FB8_ 8) 10 IOA7(FB6_ 5) 
11 GND 12 +5V 
13 IOB0(FB1_ 8) 14 IOB1(FB3_11) 
15 IOB2(FB4_ 9) 16 IOB3(FB2_15) 
17 IOB4(FB5_11) 18 IOB5(FB7_ 8) 
19 IOB6(FB8_ 9) 20 IOB7(FB6_ 6) 
21 GND 22 +5V 
23 IOC0(FB1_ 9) 24 IOC1(FB3_15) 
25 IOC2(FB4_11) 26 IOC3(FB2_17) 
27 IOC4(FB5_12) 28 IOC5(FB7_ 9) 
29 IOC6(FB8_11) 30 IOC7(FB6_ 8) 
31 GND 32 +5V 
33 IOD0(FB1_11) 34 IOD1(FB3_15) 
35 IOD2(FB4_12) 36 IOD3(FB1_ 2) 
37 IOD4(FB5_17) 38 IOD5(FB7_11) 
39 IOD6(FB8_12) 40 IOD7(FB6_ 9) 
 

表 3-8 CN4信号配列 
1 GND 2 +5V 
3 IOE0(FB1_12) 4 IOE1(FB5_ 5) 
5 IOE2(FB4_14) 6 IOE3(FB1_ 3) 
7 IOE4(FB7_ 2) 8 IOE5(FB7_12) 
9 IOE6(FB8_14) 10 IOE7(FB6_12) 
11 GND 12 +5V 
13 IOF0(FB1_15) 14 IOF1(FB5_ 8) 
15 IOF2(FB4_15) 16 IOF3(FB4_17) 
17 IOF4(FB3_14) 18 IOF5(FB7_14) 
19 IOF6(FB8_15) 20 IOF7(FB6_14) 
21 GND 22 +5V 
23 IOG0(FB1_17/GCK1) 24 IOG1(FB2_9/GTS2) 
25 IOG2(FB8_ 5) 26 IOG3(FB5_ 9) 
27 IOG4(FB2_5/GTS3) 28 IOG5(FB2_6/GTS4) 
29 IOG6(FB2_12) 30 IOG7(FB1_14) 
31 GND 32 +5V 
33 IOH0(FB3_ 5) 34 IOH1(FB3_17) 
35 IOH2(FB5_14) 36 IOH3(FB5_15) 
37 IOH4(FB6_11) 38 IOH5(FB8_17) 
39 +3.3VOUT 40 +3.3VOUT 

 
表 3-9       CN5信号配列 
1 TCK 2 GND 
3 TDO 4 +3.3VOUT 
5 TMS 6 - 
7 - 8 - 
9 TDI 10 GND 
 

3.3.2 CN1信号機能信号機能信号機能信号機能 
CN1は PC/104バスインターフェースに使用されています。表 3-10に CN1の信号機
能を示します。HT3070 では I/O モジュールとして必要な信号を配線しており、メモ
リアクセスや DMAに関連する信号は配線されていませんのでご注意ください。 

表 3-10 CN1信号機能 
信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    

SYSCLK システムクロック入力です。JP3によりCPLDに供給するかどうか切替できます。 
SA[10:4] アドレス入力です。AEN とともに HCT688 に接続され、本モジュールを選択す

るためのアドレスデコードに使用されています。 
SA[3:0] アドレス入力です。CPLDに直接接続されています。 
SD[7:0] データ入出力バスです。CPLDに直接接続されています。 
IOR*, IOW*, 
RESET 

これらの信号は CPU から出力される制御信号です。CPLD に直接接続されてい
ます。 

IRQ[2:7] 割り込み出力です。JP2を通してこれらの信号の 1つを CPLDに接続することが
できます。 
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3.3.3 CN2信号機能信号機能信号機能信号機能 

CN2は I/O信号接続に使用します。電源関連の信号を除き、全ての端子は CPLDに接
続されています。CN2は HT3070に同寸のユニバーサル基板をスタックして信号を取
り出し、レベル変換回路を接続する場合などに便利です。なお表 3-6で括弧内に示さ
れている名称は、XC95144XL の該当するファンクションブロック番号とマクロセル
番号です。 

表 3-11 CN2信号機能 
信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    

+5V CN1から供給された+5V電源が接続されています。 
+3.3VOUT ボード上のシリーズレギュレータで作成された+3.3V出力です。HT3070

に搭載されている XC95144XL を含めてレギュレータの定格出力電流
0.5A(max)内でご使用ください。 

IOA[7:0],IOB[7:0], 
IOC[7:0],IOD[7:0], 
IOE[7:0],IOF[7:0], 
IOG[7:0],IOH[3:0] 

これらの信号は CPLDに直接接続されています。 

 

3.3.4 CN3/4信号機能信号機能信号機能信号機能 

CN3/4は I/O信号の接続に使用します。電源関連の信号を除き、全ての端子は CPLD
に接続されています。CN3/4 は、I/O 信号をフラットケーブル等で引き出して使用す
る場合に使用します。なお表 3-7・表 3-8の括弧内に示されている名称は、XC95144XL
の該当するファンクションブロック番号とマクロセル番号です。 

表 3-12 CN3/4信号機能 
信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    

+5V CN1から供給された+5V電源が接続されています。 
+3.3VOUT ボード上のシリーズレギュレータで作成された+3.3V出力です。HT3070

に搭載されている XC95144XL を含めてレギュレータの定格出力電流
0.5A(max)内でご使用ください。 

IOA[7:0],IOB[7:0], 
IOC[7:0],IOD[7:0], 
IOE[7:0],IOF[7:0], 
IOG[7:0],IOH[5:0] 

これらの信号は CPLDに直接接続されています。 

 
CN3/4の 40極ボックスピンヘッダには下記ソケット等が適合します。 

表 3-13 CN3/4適合ソケット型式例 
メーカーメーカーメーカーメーカー    型式型式型式型式    備考備考備考備考    
ヒロセ電機 HIF3BA-40D-2.54R リボンケーブル一括圧接タイプ 

HIF3BA-40D-2.54C バラ線圧接タイプハウジング ヒロセ電機 
HIF3-2226SCA 上記ハウジング用端子(AWG#22～26) 

オムロン XG4M-4030 ストレインリリーフ別売(XG4T-4004) 
和泉電気 JE1S-401 ストレインリリーフ付 
和泉電気 JE1S-403 ストレインリリーフ無 
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3.3.5 CN5信号機能信号機能信号機能信号機能 

CN5は ISP用 JTAG信号コネクタです。端子配列・ピン間隔がXILINX社のMultiPRO 
Desktop Tool、Parallel Cable IVには適合しませんので、これらのケーブルを使用す
る場合には同社からオプションで販売されているフライングケーブル等をご利用くだ
さい。 

表 3-14 CN5信号機能 
信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    

TCK,TDI,TDO,TMS JTAG信号で、それぞれ該当する CPLDの端子に接続されています。TCK
は 10kΩでプルダウンされています。 

GND GND 
+3.3VOUT ボード上のシリーズレギュレータで作成された+3.3V出力です。HT3070

に搭載されている XC95144XL を含めてレギュレータの定格出力電流
0.5A(max)内でご使用ください。 

 

3.4 ジャンパジャンパジャンパジャンパ 
HT3070 には JP1～8 までのジャンパが用意されています。ここでは機能別にジャン
パの設定について説明します。 
 

3.4.1 JP1 
HT3070 が占有する I/O アドレスの SA[10:4]を設定します。出荷時は
SA[10:4]=[0010000]に設定されています。JP1は 7個の 3極ジャンパポストで構成さ
れており、対応するアドレスのビット割り当ておよび設定方法はシルクで表示されて
います。1表示のある側にジャンパソケットを挿入するとそのビットには 1を、0表示
のある側にジャンパソケットを挿入するとそのビットは 0 を設定したことになりま
す。 
《注意》 
各ビットのジャンパソケットは、必ず 1か 0のどちらかを設定し、ジャンパソケット
をはずした状態で動作させないでください。 
 
SA[3:0]は CPLD に接続されているため、本ボードの選択アドレス範囲は CPLD 内容
に依存しますが、最大で 16バイトを占有します。 
 

3.4.2 JP2 
JP2 は使用する割り込みチャンネルを選択します。出荷時には割り込みを使用しない
設定となっています。使用する割り込みチャンネルに対応するジャンパソケットの設
定は図 3-2をご参照ください。 
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図 3-2 JP2の設定 

3.4.3 JP3 
JP3 は PC/104 バスのシステムクロック SYSCLK を CPLD に接続するかどうかを設
定します。出荷時はシステムクロックを CPLDに接続する設定です。CPLD内でバス
のシステムクロックが必要ない場合、このジャンパの設定を OFFにすることで消費電
流を数mA減らすことができます。 

表 3-15 JP3設定 
JP3JP3JP3JP3    GCK2GCK2GCK2GCK2    
ON SYSCLKを GCK2に接続 
OFF GCK2はオープン 

3.4.4 JP4 
JP4 はオプションとしてボード上に搭載可能なオッシレータモジュールの電源電圧を
切り替えるジャンパです。このジャンパはオプションのため、出荷時には部品が実装
されていません。オッシレータモジュールを使用する場合には設定が必要です。 

表 3-16 JP4設定 
JP4JP4JP4JP4    OSCOSCOSCOSC 電源電源電源電源    
3.3V 3.3V 
5V 5V 

3.4.5 JP5/6/7 
JP5～7はオプションで搭載可能な EXO-3オッシレータモジュールの出力周波数選択
用ジャンパです。このジャンパはオプションのため、出荷時には部品が実装されてい
ません。Y2に EXO-3を実装して使用する場合には設定が必要です。 

表 3-17 JP5/6/7設定と D出力分周比 
JP7 JP6 JP5 D出力分周比 JP7 JP6 JP5 D出力分周比 

0 0 0 1/2 1 0 0 1/32 
0 0 1 1/4 1 0 1 1/64 
0 1 0 1/8 1 1 0 1/128 
0 1 1 1/16 

 

1 1 1 1/256 
 

3.4.6 JP8 
JP8はY2に搭載したEXO-3オッシレータモジュールのF出力またはD出力をCPLD
に接続するためのジャンパです。このジャンパはオプションのため、出荷時には部品
が実装されていません。オッシレータモジュールとして EXO-3を使用する場合には設
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定が必要です。EXO-3の F出力には源発振周波数が、D出力には JP5～7で選択され
た分周器を通った周波数が出力されます。 

表 3-18 JP8設定 
JP8JP8JP8JP8    GCK2GCK2GCK2GCK2    

F EXO-3の F出力をGCK3に接続 
D EXO-3のD出力をGCK3に接続 

3.5 オッシレータモジュールオッシレータモジュールオッシレータモジュールオッシレータモジュール 
ボード上にはオッシレータモジュール搭載用のスペース Y1/Y2 が用意されており、
CPLD で必要な基準クロックを供給することができます。Y1/Y2 には同時に部品を搭
載することはできません。いずれか 1 つにのみ部品を搭載することができます。なお
オッシレータモジュールの出力は、XC95144XLの GCK3に接続されます。 

3.5.1 Y1 
Y1のスペースには、DIP8ピンまたは DIP14ピンピッチに適合する、4端子のオッシ
レータモジュールが搭載可能です。各サイズのピン番号と機能を表 3-19に示します。 

表 3-19 Y1ピン番号と機能 
DIP8サイズ ピン番号 DIP14サイズ ピン番号 機能 

1 1 NC 
4 7 GND 
5 8 OUT 
8 14 VCC 

 
表 3-20に Y1に適合するオッシレータモジュールの例を示します。 

表 3-20 Y1に適合するオッシレータモジュール例 
メーカ 型式 

京セラキンセキ CXO-109H 
エプソン SG-51/SG-531 
エプソン SG-8002DB/DC 
九州電通 HAT5000ATW/7000AW/8000AW 

 

3.5.2 Y2 
Y2のスペースにはEXO-3(京セラキンセキ)相当のオッシレータモジュールが搭載可能
です。Y2を搭載する場合は JP4～8にジャンパポスト・ソケットを実装するか、必要
な結線をジャンパ線等で行ってください。 
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4 DIO使用方法使用方法使用方法使用方法 
HT3070出荷時には、汎用 62ビット DIO として機能するようにプログラムされてい
ます。この章では、出荷時にプログラムされている 62ビット DIO の機能について説
明します。 

4.1 概要概要概要概要 
出荷時には、HT3070が汎用 62ビット DIO として機能するようにプログラムされて
います。データ入出力はビット単位で定義することができます。82C55 のように入出
力の切替時に出力ラッチの内容がクリアされることはありません。 
端子 IOH5を入力に設定した場合は、割り込みを発生させることができます。 

4.2 ポートアドレスマップポートアドレスマップポートアドレスマップポートアドレスマップ 
表 4-1に HT3070出荷時プログラムにおける占有アドレスと機能を示します。 

表 4-1 HT3070出荷時の占有アドレスと機能 
アドレス 機能 名称 

ベースアドレス+0 ポート Aデータ入出力 PA 
ベースアドレス+1 ポート Bデータ入出力 PB 
ベースアドレス+2 ポート Cデータ入出力 PC 
ベースアドレス+3 ポート Dデータ入出力 PD 
ベースアドレス+4 ポート Eデータ入出力 PE 
ベースアドレス+5 ポート Fデータ入出力 PF 
ベースアドレス+6 ポート Gデータ入出力 PG 
ベースアドレス+7 ポート Hデータ入出力 PH 
ベースアドレス+8 ポート A入出力定義レジスタ PAC 
ベースアドレス+9 ポート B入出力定義レジスタ PBC 
ベースアドレス+A ポート C入出力定義レジスタ PCC 
ベースアドレス+B ポート D入出力定義レジスタ PDC 
ベースアドレス+C ポート E入出力定義レジスタ PEC 
ベースアドレス+D ポート F入出力定義レジスタ PFC 
ベースアドレス+E ポート G入出力定義レジスタ PGC 
ベースアドレス+F ポートH入出力定義レジスタ,割り込みクリアレジスタ PHC 
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4.3 データ入出力ポートデータ入出力ポートデータ入出力ポートデータ入出力ポート 
PA～PH はデータの入出力を行うポートです。これらのポートを読み出すと、該当す
るポート端子の状態が入力できます。これらのポートに書き込みした値はデータレジ
スタに保持されます。ポート端子が入出力定義レジスタで出力に指定されている場合
は、データレジスタの保持している値(0の場合 0V、1の場合 3.3V)が端子に出力され
ます。入出力定義レジスタで入力に指定されているビットに対して書き込みした値は
端子に現れませんが、データレジスタには書き込み内容が保持されていますので、入
出力定義レジスタの設定を出力に変更した時点でポート端子に出力されます。リセッ
ト時に内部データレジスタは 00に設定されます。 
PHの bit7および 6を通して ICLK(Y1/Y2のクロック出力端子)と SYSCLKの状態を
読み出しすることができます。 (この機能は弊社出荷試験用に使用しています。) 
図 4-1にこれらのレジスタのビット構成を示します。 
 

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
PA(base+0) IOA7 IOA6 IOA5 IOA4 IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 
PB(base+1) IOB7 IOB6 IOB5 IOB4 IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 
PC(base+2) IOC7 IOC6 IOC5 IOC4 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 
PD(base+3) IOD7 IOD6 IOD5 IOD4 IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 
PE(base+4) IOE7 IOE6 IOE5 IOE4 IOE3 IOE2 IOE1 IOE0 
PF(base+5) IOF7 IOF6 IOF5 IOF4 IOF3 IOF2 IOF1 IOF0 
PG(base+6) IOG7 IOG6 IOG5 IOG4 IOG3 IOG2 IOG1 IOG0 
PH(base+7) ICLK SYSCLK IOH5 IOH4 IOH3 IOH2 IOH1 IOH0 

図 4-1 PA～PHのビット構成 
出力に設定されているビットで読み出される値は、内部データレジスタの保持してい
る値ではなく、端子レベルが直接読み出されます。このため、出力ポートの負荷状態
によっては書き込みしたはずの値が読み出されないことがありますので、出力ポート
のビット操作を行う場合にはご注意ください。 

4.4 入出力定義レジスタ入出力定義レジスタ入出力定義レジスタ入出力定義レジスタ 
PAC～PHC は対応するデータポート PA～PH の入出力をビット単位で指定するレジ
スタです。1を設定したビットに対応する端子は入力に、0を設定したビットに対応す
る端子は出力になります。レジスタはリード・ライト可能で、リセット時には全て FFH
に初期化されます。(全ポートが入力になります。) PHCのビット 6,7に対応する入出
力端子はありませんので、これらのビットに対する設定は無視されます。 
 
入出力定義レジスタでポートを出力に設定すると、内部データレジスタの内容がすぐ
に端子に出力されますので、あらかじめデータポートで内部データレジスタに出力値
を設定し、その後入出力定義レジスタを設定してください。内部データレジスタはリ
セットにより 0 に初期化されますので、内部データレジスタへの設定をせずにポート
を出力に設定すると、端子には 0が出力されます。 
なお、PHCレジスタを読み出すと、割り込みがクリアされます。割り込み機能につい
ては次節をご参照ください。 
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bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
PAC(base+8) PAC7 PAC6 PAC5 PAC4 PAC3 PAC2 PAC1 PAC0 
PBC(base+9) PBC7 PBC6 PBC5 PBC4 PBC3 PBC2 PBC1 PBC0 
PCC(base+A) PCC7 PCC6 PCC5 PCC4 PCC3 PCC2 PCC1 PCC0 
PDC(base+B) PDC7 PDC6 PDC5 PDC4 PDC3 PDC2 PDC1 PDC0 
PEC(base+C) PEC7 PEC6 PEC5 PEC4 PEC3 PEC2 PEC1 PEC0 
PFC(base+D) PFC7 PFC6 PFC5 PFC4 PFC3 PFC2 PFC1 PFC0 
PGC(base+E) PGC7 PGC6 PGC5 PGC4 PGC3 PGC2 PGC1 PGC0 
PHC(base+F) - - PHC5 PHC4 PHC3 PHC2 PHC1 PHC0 

  設定値 1:入力 0:出力(リセット時全ビット 1) 
図 4-2 PAC～PHCのビット構成 

 

4.5 割り込み割り込み割り込み割り込み 
IOH5 端子を入力ポートとして使用している場合、入力信号の立ち上がりエッジで割
り込みをかけることができます。割り込みを使用しない場合は、図 3-2を参照して JP2
を割り込み未使用の設定(出荷時デフォールト)にしてください。割り込みを使用する場
合は、割り込みチャンネルを JP2で選択してください。使用する割り込みチャンネル
は、他のモジュールと重複しないようご注意ください。 
発生した割り込み信号は、PHCレジスタの読み出しでクリアされます。割り込み処理
ルーチン等で適宜割り込みのクリア操作を行ってください。 
なお、割り込み信号がアクティブの間は IOH5 端子に加えられた信号の割り込み発生
条件は無視されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-3 IOH5による割り込み 

4.6 バスホールド回路バスホールド回路バスホールド回路バスホールド回路 
XC95144XL の入出力端子には図 4-4のようなバスホールド回路が組み込まれてお
り、端子のレベルはフローティングとならず、High または Low に維持されます。こ
のため、未使用の入力端子をフローティング防止のためにプルアップ処理する必要は
ありませんが、出力に設定した未使用の入出力ポートを入力に切換した場合、バスホ
ールド回路のため入力ポートからは直前に出力されていた値が読み出されますのでご
注意ください。またプルアップ処理を行う場合は、バスホールド回路に使用されてい
る抵抗値を考慮してプルアップ抵抗値を決定してください。 

 
IOH5  
 
IRQx 
 
 
 
                   ①           ② ③ 

① IOH5の立上りで割り込み発生 
② IRQx が H の間、IOH5 の立上
りは無視 
③ PHC読み出しで IRQxがクリア 
され、②の立上りによる割り込みは

発生しない 
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図 4-4 バスホールド回路 

4.7 ソースファイルソースファイルソースファイルソースファイル 
出荷時の HT3070 に書き込みされている CPLD 内容を記述した、verilog ソースファ
イルおよび VHDLソースファイルがマニュアルディスクに添付されています。出荷時
の CPLD内容を変更して使用する場合等にご使用ください。 
port01.v  1bitポート定義(verilog) 
port06.v  6bit幅ポート定義(verilog) 
port08.v  8bit幅ポート定義(verilog) 
ht3070.v  アドレスデコードおよびモジュール定義(verilog) 
irq_reg.v  割り込みレジスタ定義(verilog) 
port01.vhd 1bitポート定義(VHDL) 
port06.vhd 6bit幅ポート定義(VHDL) 
port08.vhd 8bit幅ポート定義(VHDL) 
ht3070.vhd アドレスデコードおよびモジュール定義(VHDL) 
irq_reg.vhd 割り込みレジスタ定義(VHDL) 
ht3070.ucf ピン固定制約データ 

4.8 JEDECファイルファイルファイルファイル 
出荷時 CPLD 内容の JEDEC ファイル(HT3070.JED)がマニュアルディスクに添付さ
れていますので、ISE付属のツール等で JTAGポートから書きこみし、CPLDの内容
を HT3070出荷時の状態に戻すことができます。 
 

 

入出力ピン 

50kΩ 

VCCIOレベルに
ドライブ 

マクロセルへ 
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5 仕様仕様仕様仕様 
本ボードの主な仕様を表 5-1に示します。 

表 5-1 HT3070仕様 
CPLD XC95144XL-10(XILINX) 

オッシレータ ボード上に EXO3(キンセキ)他モジュールを搭載可 
アドレスデコード SA[10:4]を HCT688でジャンパ設定と比較 
3.3Vレギュレータ 500mA(max.) ※XC95144XLの消費電流を含む 
基板サイズ 90.2mm × 95.9mm（突出部を含まず） 
電源電圧 5V±10% 
消費電流 動作しているマクロセル数や動作周波数・モード等によ

り上下しますので、詳しくは XC9500XLデータシート等
をご参照ください。 

動作温度範囲 0℃～70℃ 
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6 外形寸法図外形寸法図外形寸法図外形寸法図 

 
図 6-1 外形寸法図 

寸法は原寸大ではありませんのでご注意ください。 
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7 回路図回路図回路図回路図 

 
図 7-1 H T 3 0 7 0 回 路 図  
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